


※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 3,088,739 株 30年３月期 3,088,739 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 676,736 株 30年３月期 245,461 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 2,535,298 株 30年３月期２Ｑ 2,843,848 株 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株

式数」を算定しております。 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境に改善が続き、緩やかな回復基調を示したもの

の、米国の保護主義的な通商政策をはじめとする海外経済の不確実性への懸念等から、先行き不透明な状況で推移

いたしました。 

このような状況のもと当社におきましては、営業活動の強化、一層の生産性の向上、更なるコスト削減の徹底等

に注力してまいりました結果、売上高は64億５千２百万円と前年同期比4.4％の増加、営業利益は２億３千６百万

円と前年同期比17.3％の増加、経常利益は２億６千万円と前年同期比8.8％の増加となりました。四半期純利益に

つきましては、保有する投資有価証券の一部を売却したことにより特別利益を計上したため、４億９千７百万円と

前年同期比220.7％の増加となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりです。

[精密加工事業部]

 精密加工事業部における当第２四半期累計期間の売上高は、36億６千１百万円と前年同期比11.9％の増加とな

り、その内容は以下のとおりです。

 「精密金属加工品」は、酸素センサー用部品等の自動車関連部品を中心に増加したことから、23億１千４百万円

と前年同期比13.0％の増加となりました。「小口径銃弾」は、13億４千７百万円と前年同期比10.1％の増加となり

ました。 

[機械事業部] 

 機械事業部における当第２四半期累計期間の売上高は、27億９千万円と前年同期比4.1％の減少となり、その主

な内容は以下のとおりです。 

「プレス機械」は、主にリチウムイオン電池缶製造用プレスの中国向けが増加したことから、16億１千８百万円

と前年同期比35.4％の増加となりました。「ばね機械」は、受注が堅調に推移し、３億９千８百万円と前年同期比

2.7％の増加となりました。「航空機部品」は、ボーイングの大型機種の減産の影響を受け、２億９千１百万円と

前年同期比22.4％の減少となりました。「自動機・専用機」は、主要構成部品の不足が長期化している影響を受

け、２億８千１百万円と前年同期比69.3％の減少となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

  ①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末の総資産は前期末より９百万円増加し、205億９千１百万円となりました。これは主

に、現金及び預金が10億４千５百万円及び受取手形及び売掛金が３億７千４百万円それぞれ減少したものの、有形

固定資産が７億９千９百万円及びたな卸資産が７億３千７百万円それぞれ増加したことによるものです。負債につ

きましては、８億６千２百万円増加し、71億６千４百万円となりました。これは主に、電子記録債務が３億２千７

百万円増加したことによるものです。純資産につきましては、８億５千３百万円減少し、134億２千７百万円とな

りました。これは主に、自己株式の取得により10億８千万円減少したことによるものです。 

 

  ②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は40億１百万円となり、前期末より５億４

千５百万円減少しました。

 各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりとなっております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の増加は６千８百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加で７億３千７百万円及

び投資有価証券売却益の計上で４億４千９百万円減少したものの、税引前四半期純利益で７億１千９百万円、売上

債権で３億６千２百万円の減少及び減価償却費で３億４千８百万円それぞれ計上したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の増加は６億７千１百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得で３億６千万円

支出したものの、投資有価証券の売却で５億３千９百万円及び定期預金の払戻により５億円それぞれ収入があった

ことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の減少は12億８千５百万円となりました。これは主に、自己株式の取得により10億８千万円

及び配当金で１億９千８百万円支出したことによるものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成31年３月期通期の業績予想につきましては、平成30年４月26日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いた

しました予想値を修正しております。詳細につきましては、本日平成30年10月30日に公表いたしました「特別利益

（投資有価証券売却益）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,046,500 4,001,032 

受取手形及び売掛金 2,621,222 2,246,535 

電子記録債権 1,057,628 1,069,482 

製品 149,591 390,968 

仕掛品 2,209,764 2,631,840 

原材料及び貯蔵品 557,824 631,770 

その他 65,710 121,334 

貸倒引当金 △6,400 △5,200 

流動資産合計 11,701,843 11,087,764 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,900,019 2,238,046 

機械及び装置（純額） 1,519,539 1,864,960 

その他（純額） 1,104,797 1,220,409 

有形固定資産合計 4,524,356 5,323,415 

無形固定資産 102,104 103,668 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,126,572 3,939,953 

その他 127,712 137,135 

貸倒引当金 △591 △298 

投資その他の資産合計 4,253,692 4,076,789 

固定資産合計 8,880,153 9,503,873 

資産合計 20,581,996 20,591,638 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 953,504 965,849 

電子記録債務 1,683,947 2,011,123 

短期借入金 900,000 900,000 

未払法人税等 193,052 251,622 

賞与引当金 315,146 223,518 

役員賞与引当金 21,967 - 

その他 815,513 1,427,994 

流動負債合計 4,883,130 5,780,107 

固定負債    

退職給付引当金 728,494 732,240 

その他 689,847 651,946 

固定負債合計 1,418,342 1,384,186 

負債合計 6,301,472 7,164,294 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,175,416 4,175,416 

資本剰余金 3,468,202 3,468,202 

利益剰余金 4,661,209 4,960,105 

自己株式 △346,258 △1,427,020 

株主資本合計 11,958,570 11,176,704 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,321,953 2,253,743 

繰延ヘッジ損益 - △3,103 

評価・換算差額等合計 2,321,953 2,250,639 

純資産合計 14,280,523 13,427,343 

負債純資産合計 20,581,996 20,591,638 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 6,182,888 6,452,179 

売上原価 5,257,879 5,432,167 

売上総利益 925,008 1,020,011 

販売費及び一般管理費 723,665 783,806 

営業利益 201,342 236,205 

営業外収益    

受取利息 424 308 

受取配当金 25,422 31,316 

固定資産賃貸料 21,732 16,619 

その他 4,371 2,889 

営業外収益合計 51,950 51,133 

営業外費用    

支払利息 2,391 2,486 

為替差損 - 12,644 

固定資産賃貸費用 11,398 6,978 

その他 295 5,028 

営業外費用合計 14,085 27,137 

経常利益 239,207 260,200 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 449,987 

固定資産売却益 - 9,777 

特別利益合計 - 459,765 

税引前四半期純利益 239,207 719,965 

法人税等 83,930 222,040 

四半期純利益 155,277 497,925 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 239,207 719,965 

減価償却費 351,161 348,469 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,993 △1,493 

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,753 △91,628 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,249 3,745 

受取利息及び受取配当金 △25,846 △31,624 

支払利息 2,391 2,486 

投資有価証券売却損益（△は益） - △449,987 

売上債権の増減額（△は増加） 496,353 362,833 

たな卸資産の増減額（△は増加） △745,775 △737,398 

仕入債務の増減額（△は減少） △18,554 207,235 

その他 93,910 △134,411 

小計 385,353 198,192 

利息及び配当金の受取額 25,966 31,744 

利息の支払額 △2,378 △2,095 

法人税等の支払額 △148,903 △159,247 

営業活動によるキャッシュ・フロー 260,037 68,594 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 100,000 500,000 

有形固定資産の取得による支出 △434,726 △360,904 

有形固定資産の売却による収入 88 16,830 

無形固定資産の取得による支出 △12,584 △21,912 

投資有価証券の取得による支出 △3,403 △1,924 

投資有価証券の売却による収入 - 539,922 

その他 △114 △358 

投資活動によるキャッシュ・フロー △350,739 671,653 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △246 △1,080,762 

配当金の支払額 △169,960 △198,435 

その他 △6,061 △6,590 

財務活動によるキャッシュ・フロー △176,268 △1,285,788 

現金及び現金同等物に係る換算差額 128 72 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △266,843 △545,468 

現金及び現金同等物の期首残高 4,202,379 4,546,500 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,935,536 4,001,032 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成30年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得により、自己

株式は第１四半期累計期間に10億８千万円増加し、当第２四半期会計期間末において14億２千７百万円となりまし

た。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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３．参考資料

平成30年10月30日

平成31年３月期 第２四半期決算関係参考資料

旭精機工業株式会社

1.第２四半期累計の業績について

(1)第２四半期累計の実績推移 単位：百万円

平成31年３月期

（第２四半期）

平成30年３月期

（第２四半期）

平成29年３月期

（第２四半期）

平成28年３月期

（第２四半期）

平成27年３月期

（第２四半期）

売 上 高 6,452( 4.4%) 6,182 5,865 5,367 5,689

営 業 利 益 236( 17.3%) 201 219 103 295

経 常 利 益 260( 8.8%) 239 259 138 324

四半期純利益 497(220.7%) 155 171 91 207

※( )内対前年同期増減比

(2)第２四半期累計のセグメント別売上高の推移 単位：百万円

平成31年３月期

（第２四半期）

平成30年３月期

（第２四半期）

平成29年３月期

（第２四半期）

平成28年３月期

（第２四半期）

平成27年３月期

（第２四半期）

精密加工事業部

精密金属加工品 2,314( 13.0%) 2,048 1,837 1,854 1,786

小口径銃弾 1,347( 10.1%) 1,224 1,440 1,674 1,811

小 計 3,661( 11.9%) 3,272 3,277 3,529 3,598

機械事業部

プレス機械 1,618( 35.4%) 1,194 734 558 671

ばね機械 398( 2.7%) 387 328 359 365

自動機･専用機 281(▲69.3%) 917 922 393 530

航空機部品 291(▲22.4%) 375 557 460 480

その他 201(481.5%) 34 45 66 42

小 計 2,790( ▲4.1%) 2,910 2,588 1,838 2,091

合 計 6,452( 4.4%) 6,182 5,865 5,367 5,689

※( )内対前年同期増減比

2.通期の業績について

(1)通期の実績推移及び業績予想 単位：百万円

平成31年３月期
（予 想）

平成30年３月期
（実 績）

平成29年３月期
（実 績）

平成28年３月期
（実 績）

平成27年３月期
（実 績）

売 上 高 14,200( 3.1%) 13,768 13,208 12,200 12,715

営 業 利 益 500( 0.2%) 499 401 475 596

経 常 利 益 560( ▲2.6%) 575 474 538 648

当期純利益 700( 88.2%) 372 292 350 409

１株当たり

当期純利益
282円44銭 130円82銭 102円87銭 123円29銭 144円10銭

※( )内対前期増減比

(注)当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成27年３

月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。



旭精機工業(株)(6111) 平成31年３月期 第２四半期決算短信(非連結)

- 10 -

(2)通期のセグメント別売上高の推移及び予想 単位：百万円

平成31年３月期

（予 想）

平成30年３月期

（実 績）

平成29年３月期

（実 績）

平成28年３月期

（実 績）

平成27年３月期

（実 績）

精密加工事業部

精密金属加工品 4,400( 3.6%) 4,247 3,727 3,701 3,643

小口径銃弾 3,050( 5.6%) 2,887 3,475 3,781 4,116

小 計 7,450( 4.4%) 7,135 7,202 7,483 7,760

機械事業部

プレス機械 3,950( 16.9%) 3,380 2,292 1,606 1,782

ばね機械 1,000( 3.6%) 965 800 784 712

自動機・専用機 950(▲34.8%) 1,458 1,788 1,249 1,384

航空機部品 650(▲16.2%) 776 1,061 967 980

その他 200( -%) 51 63 108 95

小 計 6,750( 1.8%) 6,633 6,005 4,716 4,955

合 計 14,200( 3.1%) 13,768 13,208 12,200 12,715

※( )内対前期増減比

3.財政状態の推移 単位：百万円

平成30年

９月30日現在

平成30年

３月31日現在

平成29年

３月31日現在

平成28年

３月31日現在

平成27年

３月31日現在

総 資 産 20,591 20,581 19,754 18,853 18,661

純 資 産 13,427 14,280 13,607 13,112 13,000

自 己 資 本

比 率
65.2％ 69.4％ 68.9％ 69.5％ 69.7％

１株当たり

純 資 産
5,666円89銭 5,022円56銭 4,784円63銭 4,610円15銭 4,569円87銭

(注)１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成27

年３月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当

第１四半期会計期間の期首から適用しており、前事業年度以前に係る財政状態については、当該

会計基準等を遡って適用して算定しております。

4.設備投資額・減価償却費 単位：百万円

平成31年３月期通期（予想）※ 平成30年３月期通期（実績）

設 備 投 資 額 1,490 655

減 価 償 却 費 780 723

※平成30年10月30日現在の予想に基づいています。

以 上


